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法律および基準等の改正に伴い，本書の記述を下記のように変更いたします． 

訂正箇所 変 更 後 

p.68

下から 11 行目 …を定めている＊． 

欄外に下記の注を追加する． 

＊ ゲノム編集技術の利用により得られた生物は，最終的に得 

られた生物が細胞内で加工した核酸が含まれないと確認された

場合にも，バイオセーフティーの観点から遺伝子組換え生物と

同様な拡散防止措置をとる必要がある．（2019 年 6 月 13 日文

部科学省通知） 

p.85

表 6・6 本補遺の 2 ページに掲載した表に差し替える． 

p.86

表 6・7 本補遺の 3 ページに掲載した表に差し替える． 

p.92

表 7・1 下記の対象物質の上限値〔mg/L〕を以下のように変更する． 

カドミウム 0.03

トリクロロエチレン 0.1

処理可能項目に下記の対象物質または項目と上限値〔mg/L〕を

追加する． 

窒  素 120 

リ ン 16

ヨウ素消費量 220

p.93

表 7・2 本補遺の 3 ページに掲載した表に差し替える． 

p.96

表 7・3 有機性廃液の種類：「多量に水を含む有機廃液」の注意事項を下

記のように変更する． 

① 5％以上の水溶液が含まれているものはこの分類で回収． 

② 1,4-ジオキサンは有機物含有量が 5％未満でも，この分類

で回収する．

p.136

10・2・3 節の

下から 5 行目
…に基づいて制定された法律である＊． 

欄外に下記の注を追加する． 

＊ さらに，カルタヘナ法の改正（2017 年）により，生物の多 

様性への悪影響が生じた場合，環境大臣は，その回復を図るた

めの措置を命ずる事ができるとの規定が追加された． 

p.143，144

付録の表 本補遺の 4，5 ページに掲載した表に差し替える． 
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法　　規 行政官庁 規 制 対 象

（1 ）放射性同位元素等の規制
に関する法律
（放射性同位元素等規制法，
RI規制法，RI法等）

原子力規制
委員会　

・ 放射性同位元素の使用，販売，廃棄，そ
の他の取扱い（詰替え，保管，運搬，譲
渡，譲受，所持など）
・ 放射線発生装置の使用
・ 放射性同位元素によって汚染されたもの
の廃棄，その他の取扱い（詰替え，保管，
運搬など）
・ 核燃料，核原料物質の所有，譲渡，輸出
入，使用など

（2）原子力基本法 原子力規制
委員会　

・ 核燃料，核原料物質の所有，譲渡，輸出
入，使用など

（3 ）薬事法施行令，放射性医
薬品製造規則，薬局等構造
設備規則，同告示

厚生労働省 ・ 放射性医薬品の製造，管理販売など

（4）医療法，同施行規則 厚生労働省 ・ 放射性医薬品，診断用放射線発生装置な
どの使用

（5 ）労働安全衛生法に基づく
電離放射線障害防止規則

厚生労働省 ・ 放射線発生装置，放射性物質の使用など
の業務

（6 ）作業環境測定法，同施行
令，同施行規則，作業環境
測定士規定

厚生労働省 ・ 作業環境の測定事項，作業環境測定士の
資格，登録など

（7 ）放射性物質車両運搬規則，
危険物船舶運送および貯蔵
規則，航空法施行規則，同
告示

国土交通省 ・放射性同位元素などの運搬

（8 ）消防法に基づく火災予防
条例

地方自治体
（都道府県）

・火災にかかる事項

（9）人事院規則 人事院 ・ 国家公務員を対象としたエックス線など
の使用に関する事項

（10）その他
 建築基準法，船員電離放射
線障害防止規則（国土交通
省），計量法関係法令，金
属鉱山等保安規則（経済産
業省）

表 6・6　放射線の障害防止に関係のあるおもな法令†

　† 「小島周二，金子 実：放射性同位元素等の規制に関する法律，新 放射化学・放射線医薬品学
（佐治英郎，前田 稔，小島周二編），改訂第 4版，p.256，2019，南江堂」より許諾を得て転載．
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表 6・7　教育訓練項目と時間数

教育訓練項目
はじめて管理区域に立入る前，または取扱い業務を
開始する前に行わなければならない教育訓練の時間数†1

放射線業務従事者 取扱等業務者†2

放射線の人体に与える影響 30分 30分
放射線同位元素などおよび放射
線発生装置の安全取扱い

1時間以上 1時間以上

法令および放射線障害予防規程 30分以上 30分

　† 1　前回の教育訓練を行った日の属する年度の翌年度の開始の日から 1年以内（年度単位）
　† 2　放射線の取扱等従事する者であって，管理区域に立入らない者

・ 各事業者の実態に合わせ，教育訓練に必要な時間数を定める手順を放射線障害予防規程に定
める必要がある．

・実施した教育訓練の項目およびその時間数を記帳する．

産
業
廃
棄
物

汚　泥 沈殿物，廃薬品，シリカゲルなど
廃　油 潤滑油，切削油，溶剤など
廃　酸 写真定着液，無機酸，有機酸など
廃アルカリ 写真現像液，廃ソーダ液，アルカリ性廃液

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

引火性廃油 トルエン，エーテル，ガソリンなどの揮発油，有機液体
腐食性廃酸 pH 2.0以下の酸性液体
腐食性廃アルカリ pH 12.5以上のアルカリ性液体
感染性廃棄物 感染のおそれのあるもの，血液付着物，注射針など
廃水銀等 Hg, Cd, Pb, Cr（Ⅵ）, As, Se, CN, 有機リンを基準以上に含むもの
特定有害廃棄物† ・PCB，石綿を含むもの

・ベンゼン，トリクロロエチレン，ジクロロメタンなどの法定揮
発性物質を含むもの

　†　分類ごとに分けて回収する必要がある．

表 7・2　大学でおもに該当する産業廃棄物の種類と具体例

3



付録　GHS†1のシンボルマーク

シン ボ ル 意　　味 事故の予防†2

爆発物，自己反応性化学品・有
機過酸化物．熱や火花にさらさ
れると爆発するようなもの．

熱，火花，裸火，高温のような着
火源から遠ざける．―禁煙．保護
手袋，保護衣および保護眼鏡 /保
護面を着用する．

可燃性/引火性ガス（化学的に不
安定なガスを含む），エアゾール，
引火性液体，可燃性固体，自己
反応性化学品，自然発火性液体，
自然発火性固体，自己発熱性化
学品，水反応可燃性化学品，有
機過酸化物．空気，熱や火花に
さらされると発火するようなも
の．

熱，火花，裸火，高温のような着
火源から遠ざける．―禁煙．空気
に接触させないこと（自然発火性
物質）．保護手袋，保護衣および
保護眼鏡 /保護面を着用する．

支燃性/酸化性ガス，酸化性液
体，酸化性固体．ほかの物質の
燃焼を助長するようなもの．

熱から遠ざける．衣類およびほか
の可燃物から遠ざける．保護手
袋，保護衣および保護眼鏡 /保護
面を着用する．

高圧ガスを表しており，ガスが
圧縮または液化されて充填され
ているものを表す．熱すると膨
張して爆発する可能性がある．

換気のよい場所で保管する．耐熱
手袋，保護衣および保護面 /保護
眼鏡を着用する．

急性毒性を表しており，飲んだ
り，触れたり，吸ったりすると
急性的な健康障害が生じ，死に
いたる場合がある．

この製品を使用するときに，飲
食・喫煙をしない．取扱い後はよ
く手を洗う．目，皮膚，衣類につ
けない．保護手袋，保護衣および
保護眼鏡 /保護面を着用する．

†1　Globally Harmonized System of Classifi cation and Labelling of Chemicals（化学品の分類
および表示に関する世界調和システム）の略号．

†2　そのほか，ラベルに記載された注意書きに沿った取扱いが必要．
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シン ボ ル 意　　味 事故の予防†2

金属腐食性物質，皮膚腐食性，
目に対する重篤な損傷性を表し
ており，接触した金属または皮
膚などを損傷させる場合がある．

ほかの容器に移し替えない（金属
腐食性物質）．粉じん・ミストを
吸入しない．取扱い後はよく手を
洗う．保護手袋，保護衣および保
護眼鏡 /保護面を着用する．

呼吸器感作性，生殖細胞変異原
性，発癌性，生殖毒性，特定標
的臓器/全身毒性（単回または反
復ばく露），吸引性呼吸器有害性
を表す．短期または長期に飲ん
だり，触れたり，吸ったりした
ときに健康障害をひき起こす場
合がある．

この製品を使用するときに，飲
食・喫煙をしない．取扱い後はよ
く手を洗う．粉じん，煙，ガス，
ミスト，蒸気，スプレーなどを吸
入しない．推奨された個人用保護
具を着用する．

水性環境有害性を表しており，
環境に放出すると水性環境（水
生生物およびその生態系）に悪
影響を及ぼす場合がある．

環境への放出を避ける．

急性毒性，皮膚刺激性，目刺激
性，皮膚感作性，気道刺激性，
麻酔作用の健康有害性があるも
のを表す．

GHSのシンボルマーク（つづき）
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